
趣旨説明: 日本の機関リポジトリ

• 日本における機関リポジトリは、公開されているものだけでその数700を超えてお
り、世界でも類を見ないくらい大きな規模に成長してきた。

• 機関リポジトリ・・・主に教育研究活動の成果である学術情報の収集・組織化・保
存及び発信。研究活動の過程で生み出される研究データについても同様の仕
組み(研究データリポジトリ)を構築する必要がある。

1学術機関リポジトリ構築連携支援事業(https://www.nii.ac.jp/irp/)より

機関リポジトリ公開数の推移



趣旨説明: 研究データリポジトリ

• 研究データリポジトリを取り巻く図書館員と研究者の現状。

• 両者の対話・協同が必要。

素材提供: いらすとや(http://www.irasutoya.com/)
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JPCOAR (オープン
アクセスリポジトリ
推進協会)

機関リポジトリ
推進委員会

機関リポジトリ
運営の経験 研究公正

データマネジメント
計画 (DMP)

データベース・
メタデータ管理

研究、教育、雑務に忙し
くて、データのオープン
化にまで手が回らない。

研究データは
どういうもの？
どう扱うのか？

研究者からのニー
ズがある？

大学図書館が関わ
りうる余地がある？

図書館員との
協同に考えが
至らない。

インセンティ
ブがない！

研究データリポジトリ

図書館員 研究者



趣旨説明: 全体議論について

• 各講演の後に10-15分程度の質
問時間を設けています。

• 16:40-17:10に、全登壇者への質

疑応答や、全体を通じての議論
の時間を予定しています。

研究者への質問

• 研究データリポジトリについて、

• 研究者のニーズがどこにある
のか？

• 大学図書館が関わりうる余地
があるのか？

• そもそも研究者は図書館は
関わってほしいと思っている
のか？
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